
車両
出入口

◀正面玄関役場庁舎 本館

来庁者駐車場
北側出入口

▼▲
北

保健
センター 別　館

渡り廊下

工事エリア ◀工事車両出入口

工事用駐車場

一
般
車
両

工
事
車
両

仮設宿日直室

｜日野町｜
まちのたから

日本青年団協議会 副会長
福
ふくなが

永 晃
あきひと

仁さん（内池東）

日
野
町
に
興
味
と
愛
情
を
持
つ

家
族
の
す
す
め
で
入
会
さ
れ

た
日
野
町
連
合
青
年
会
で
は
、

初
め
て
駅
伝
大
会
や
年
賀
状
展

な
ど
の
事
業
の
運
営
を
経
験
さ

れ
ま
し
た
。「
運
営
側
に
な
っ
て

知
る
大
変
さ
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

知
る
こ
と
で
よ
り
楽
し
め
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

参
加
さ
れ
る
住
民
の
方
を
は
じ

め
、地
域
の
方
等
さ
ま
ざ
ま
な

人
達
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、『
若
い
人
が
が
ん
ば
っ

て
い
る
か
ら
助
け
よ
う
』と
思
っ

て
く
だ
さ
り
、日
野
町
っ
て
い
い

と
こ
ろ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」と

福
永
さ
ん
。

ま
た
、「
自
分
が
働
き
始
め
て
町

と
の
関
わ
り
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
な
と
き
に
、町
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。自
分
の
町
に
興
味
を
持
ち
、

愛
情
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ま
し
た
」

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

積
み
重
ね
が
大
事

滋
賀
県
青
年
団
体
連
合
会
、日

本
青
年
団
協
議
会
に
所
属
し
て

か
ら
は
日
野
町
で
活
動
し
て
い

た
頃
よ
り
も
関
わ
る
人
の
幅
が

広
が
り
、他
の
町
や
市
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

青
年
団
の
活
動
に
つ
い
て
福
永

さ
ん
は
、「
活
動
は
す
べ
て
の
積

み
重
ね
が
大
事
。失
敗
し
て
学
ん

で
、団
員
や
住
民
の
方
等
、活
動

に
関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
方
に
助
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。青
年
団
の
事

業
は
相
手
が
い
る
か
ら
で
き
る
も

の
。活
動
を
通
じ
て
、よ
り
相
手

の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。青
年
団
で

学
ん
だ
こ
と
や
経
験
は
仕
事
や

他
の
場
面
で
も
活
き
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
日
野
町
連
合

青
年
会
な
ど
の
活
動
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
」と
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
永
さ
ん
は
平
成
13
年
に
日
野
町
連
合
青
年
会
に
入
会
以
降
、滋
賀

県
青
年
団
体
連
合
会
の
理
事
や
日
本
青
年
団
協
議
会
の
常
任
理
事
、今

年
度
か
ら
は
日
本
青
年
団
協
議
会
の
副
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

東
京
を
中
心
に
全
国
で
行
わ
れ
る
役
員
会
や
依
頼
が
あ
れ
ば
各
地
で

講
演
さ
れ
る
な
ど
、全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、防
災
機
能
を
強
化
す
る
た
め
日
野
町
役
場
庁
舎

別
館
の
改
築
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
庁
舎
南
側
駐
車
場
が
全
面
使
用
禁
止
に

な
り
、仮
設
の
宿
日
直
室
を
本
館
に
設
置
す
る
た
め
、執
務

時
間
外
の
出
入
口
は
本
館
北
側
出
入
口
と
な
り
ま
す
。

工
事
の
完
了
は
来
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

来
庁
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
別
館

改
築
工
事
の
お
知
ら
せ問い合わせ先 ◆ 総務課財政担当 ☎0748-52-6500
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ひ の っ こ だ よ り
日野町内の幼稚園や小・中学校での子ども達の様子や特色ある取り組みの内容を紹介していきます。

＊町では、居住地によって通学できる小学校を定めていますが、特例により町内のほかの小学校へ通学し、小規模校の特色を活かし
た授業を受けることができる「通学区域の柔軟化対応モデル事業」を行っています。詳しくは教育委員会事務局学校教育課または
各小学校へお問い合わせください。

創立明治６年、今年で１４４年目を迎えた日野小学校。
近江商人発祥の地でもある学校の校庭には「創造・進取」の

石碑があります。全校児童数は５５５名です。標記の学校教育目
標のもと、「かしこく　明るく　たくましく」をめざす子ども像を掲
げ、教職員が一丸となり、子どもの教育に取り組んでいます。

人の気持ちを思いやり、人権意識を高め、いじめや差別を許
さない学級、学校集団、自尊感情の高い子に育てます。

体力の向上を目指し、今年度より、水・金曜日に「健やかタイム」の
時間を設け、走・跳・投の技能が高まるよう全校で取り組んでいます。

問い合わせ先　◆　教育委員会事務局　学校教育課　☎0748-52-6564

西大路小学校 学びいっぱい　やさしさいっぱい　元気いっぱい
学校教育目標

日野小学校 自ら学び、心豊かにたくましく生きようとする子ども
学校教育目標

全校たてわり遊び

健やかタイム　走主体的・協働的な学び

授業の様子より

４年福祉学習

健やかタイム　跳全校ノート展

学習の基本や規律をしっかり教え、意欲を持って仲間ととも
に学び、基礎・基本を身に付けられるような学習を展開します。

学びいっぱい（知）
　確かな学力の定着

地域の協力のおかげで、西大路の自
然や文化、歴史を生かした充実した体験
活動をしています。

また、本校の子どもの当たり前のこと
を当たり前にできるところを大切にし、
今年度は基礎学力充実に加えて、思考
力や表現力の向上もめざしています。年
間一人一回は全校の前で話す機会をつ
くるなど、特色ある取り組みを実践して
います。

やさしさいっぱい（徳）
　豊かな心の育成

小規模校の良さを生かし、年間を通じ
て、縦割り活動に取り組んでいます。毎
年11月10日には、縦割りで綿向山登山
にも出かけています。

また、週２日（後期は週３日）勤務の図
書館司書を中心に、居心地よい図書室
づくりに努めています。昨年度は、一
人当たりの年間貸出数が63冊で町内
No.1でした。

元気いっぱい（体）
　健やかな体づくり

平成26、27年度県の10分間運動の
拠点校となったことをきっかけに、遊び
の要素や挑戦的な内容も取り入れ10分
間の運動に毎日取り組みました。その結
果、新体力テストでA,Bランクの子ども
の割合が、平成26年度の43.7％から平
成27年度には66％に増えました。

今年度も子どもたちが、楽しく意欲的
に取り組める内容を吟味しながら、引き
続き実施します。

●めあてを持って学習する子
●書くことが好きな子
●よく考えて説明できる子　

●運動が好きな子
●最後まで力一杯
　チャレンジする子

●いじめを許さない子
●人権を大切にする子

かしこく たくましく

明るく

全校綿向山登山 縦割り遊び
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